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（精神科医・札幌）Ａ類常任理事 田辺等
○ 私のステップ１― Ａ．Ａと出会い、集団療法を始めるこ
とができた
私がＡ．Ａと出会ったのは２０年以上前の札幌のセミナー

です。司会はロイさんでした。アルコール依存症の治療に苦
慮し、国立久里浜の研修を受けた直後でした。セミナーでの
飾りのない体験談、率直さ。一見逆説的な知恵とユーモアに
あふれるＡＡのスローガン。心に染み入るものでした。
国立久里浜の１週間研修では、当時の河野院長、斎藤学医

長の熱い講義をうけていました。しかし地元に戻ると専門病
棟がない、斎藤学先生のようなスペシャリストはいない。そ
して地域のスティグマ（ 烙印 ）を背負った精神病院には、「 」
他院の治療を離れ、家族に嫌われ、断酒会をあぶれてきた患
者がほとんどです “治療意欲のない、ひどい特別な患者ば。
かりだ。ここでやることは無意味だ”とできないことを「理
由づけ」し、挫けそうになった時期です。

セミナーに出て、力をもらいました。自分なりに集団療
法をやろうと考えました。しかし一歩が踏み出せません。そ

、 。の頃 札幌のメンバーが帯広にメッセージを運んできました
総勢４人ほどでヒゲをたくわえた人が２人、その一人は「近
ちゃん」こと、ダルクを創設した近藤恒夫さんです。
私が「実は来春からアルコールの集団療法をやろうと思っ

ていた」というと 「先生、それはアル中の考えだよ 」と近、 。
藤さんが言います。もう一人のヒゲさんはにやにやしていま
す。
「今から 「今日から」でなくて 「来年、来春、来月」は、」 、
患者さんの「明日から酒やめる」と同じ、先生の考えはアル

、 。 、コール依存症の考えと同じだ といいます 私はむっとして
すぐに「集団療法」を始めることにしました。帯広で ミAA
ーティングが開始された時とほぼ同時でした。
○ 私のステップ２－自助グループに参加し 「自分」に気づ、
くことができた
久里浜で見学した齋藤学先生を参考にし、かつリビング・ソ
ーバーのスローガンやビッグブック体験談を活用し、みなが
感想をのべながら自己開示する、ということで進めました。
しばらくの間、夜のオープンミーティングへ参加し続けまし
た。２０年前は、アルコール依存症患者さんの単独外出は認
められ難く、仕方がないのでミーティングに出たい人を自分
のワゴン車にのせ参加しました。帯広市内の小さな教会に“
フダ付きのアル中”が集まり、札幌からのメンバーとともに
淡々と体験を話すようになっていきました。 私はいわゆる
“目からウロコ”の体験をたくさんしました。
「アル中になって初めて自分がわかった。病気に感謝した

い という話は感慨深いものでした 離婚したメンバーの 家」 。 「

族がいないと に没頭できるので良く回復できる」といAA
う話に「なるほど」と唸り 「自分を逆さ釣りして殴りつづ、
けた酒乱親父を憎んでいたのに、自分自身がー」というア
ダルトチルドレン体験に考えさせられました。紙面に書き
尽くせないのので触れませんが、帯広マックがつくられた
時期があり、そのサポーター体験も貴重でした。

アメリカの のノンアルコホリック理事であるA.A
（ 日本２５周年のシンポウムで来日したハーDr.Valliant AA

バード大学教授の先生です）は、精神科研修医は１ヶ月に
集中して ミーティングに出席するか、月に何回などのAA
規則的な出席を１年続けるカリキュラムが要る、と言って
いました。私の経験は、図らずも自然にそのようなことと
なっていました。
続けて同じ場所のミーティングやセミナーにでると、回

転ドアのように入退院を繰り返していた人が断酒したり、
スリップして真剣に悩む様をみることができます。医師と
して本当の回復過程に出会えたと感じました それまで 自。 「
分が治す」とか「私の患者」という医師が陥りやすい意識
に縛られ “私の治療”は１勝９敗の負け越し状態でした。、

、 。しかも担当医の私が 回復をどこかで信じていないのです
自分の方法に意味や理論的関心をみいだせず、医師として
の自分自身に不誠実なままに、アルコール依存症の患者を
担当している自分。そういう自分に気づき、自分だけの力
では無力であることを受け入れるとようやく私も楽になり
ました。
○ 私のステップ３－集団精神療法への関心が芽生え、治療
者として変わることができた

それまで私は精神療法（心理療法）は１対１でするもの
としか頭になかったのです。 は、迷える精神科医に集A.A

。団精神療法という新たな分野を考させる契機となりました
職員と患者さんの「物事を決める」話し合いは 「入院し、

ている人が自分の感情を含めてスタッフと共有していく時
間と場（＝コミュニティミーティング」と考えるようにな
りました。統合失調症の患者さんたちの話し合いも治療的
に意義が高いとわかりました。私は集団の心の動き、ダイ
ナミクスを考えるようになり、自分の“専門性”らしきも
のを刺激されました。精神保健センターに移ってからも、
青年期、家族、さらにギャンブル依存症のグループカウン
セリングを体験してきました。
私は今、 のノンアルコホリックの理事として貴重な体験AA
をしています。著明な がアメリカのノンアルコDr.Valliant
ホリック理事と知って驚愕しつつシンポジウムで発言させ
てもらったこと。評議会の“ちょっとマッドなくらいに熱
い”討論へ参加したこと。メンバーや評議員や常任理事た
ちのユニークな人柄、高い能力、 への誠実さを知れたこAA
と、等々。また殆ど英語を話せない自分がニューヨークの
セントラルオフィスを訪ねた経験も、理事になってなけれ
ば勇気はでなかったと思います。
そして何よりも 「グループで人は変わりうる」というこ、

とを、私が確かなものとして実感できたのが大きなことで
した。
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人がグループの中で変わるプロセスは次のようなもので
す。
静かにグループの椅子に座る（座ることを勧めてくれる人

がいる 。人の話を聴く。自分の思いを重ねられる。自分の）
心が開かれる。自分を語る言葉をグループから得る。自分が
何であり、どうなればよいかを理解しだすー。
集団精神療法の回復理論をシンプルに言えば、こういうこ

とです。 依存症の場合、このプロセスで病的に依存してい
たものの桎梏から解かれ、人間としての健全さを回復してい
きます。その道標の１２ステップで依存症者は安心して道を
歩くことができるのです。
２０年前の迷える治療者であった私に、このグループセラ

ピーという魅力ある世界のドアを開け、私を受け入れてくれ
たのが他ならぬアルコホーリクス・アノニマスでした。

ＡＡ日本ニューズレター（100号）

雑 感

平野かよ子Ａ類 常任理事（ﾉﾝ･ｱﾙｺﾎｰﾘｸ)

こんにちは、皆さん。
私はＡ類理事の保健師の平野です。ニューズレターが発刊さ
れて１００号になろうということですネ。継続は力なり、を
実践していることがよく解ります。
保健師は地域でお酒の飲み方に問題がある方の家族からの

相談を受けたり、ソーシャルワーカーとご本人を訪問したり
しています。しかし、昨今の社会情勢の変化で地域精神保健
対策の枠組みが変わってきています。もうご存知のことと思
いますが、これまで精神科医療の通院医療の助成申請等の手
続きは保健所へ行っていただいていましたが、平成 年４14
月からは身近な市町村が窓口になりました。市区町村によっ
ては保健部門の保健センターであったり、障害福祉部門であ
ったりします。また、飲まない生活を建て直すための社会復
帰の相談やリハビリテーションの施設を整備することも市町
村の役割に変わってきています。便利になりましたか？この
変化は実感できますか？
また、これまで保健師が精神保健相談で相談されることは総
合失調症やアルコール依存症での困りごとが多かったのです
、 、が 今や３０歳代や４０歳代の男性が家に引きこもっていて

どうしたらよいのか等の家族からの相談が増えていると聞き

ます。概して男性は人と繋がって生きることを好まない、ま
して人に相談をもちかけるのは億劫であったり下手だと。そ
うなのでしょうか？女性はおしゃべり好きで、立ち話も井戸

。 、端会議も延々と続けられる才を持つとも言われます しかし
ＡＡに参加される皆さんは、初めはなかなか口が重い方もお
られますが、通われるにつれそれぞれの持ち味で語られ、決
して男性は話し下手だとは思えません。それは、ＡＡのミー
ティングでは、自分が等身大に受け止められ、正直に話すこ
とが推奨されるからでしょうか。是非男性の方々に伺いたい
ところです。
話べただし、お酒のことに限らず相談するなんてとんでもな
い、であったけど、今はそうでもない方、何がきっかけで変
れたのか、どういうことがもっと身近にあると 「繋がって、
いるのもいいものだ と思うえるようになるのでしょうか？。」

。 、引きこもる傾向は１０代の中高生にもあります このことは
今日の社会全体にＡＡのミーティングのような安心して人と
語り繋がれる場がなくなっていることの現れなのかもしれま
せん。
一方で、ＡＡのミーティングの方法は、子どもを虐待する親
の集まりでも取り入れられています。これまでの自分を振り
返ったり、一歩先をいっている仲間に出会えたり、無理なく
これからの新たな自分づくりができるからでしょう 「そん。
なきれいごとばっかりじゃないよ 」との声も聞こえてきそ。
うですが、ＡＡの作り上げた文化というか風土は、依存症か
らの回復を目指す以外のさまざまな人が求めているもののよ
うに思うこの頃です。

ＡＡニューズレター１００号に寄せて

岡崎 直人さいたま市こころの健康センター

ＡＡニューズレター１００号、まことにおめでとうござい
ます。
数ページの印刷物とはいえ、年６回１６年間毎号欠かさず

に発行されてこられた担当の方々始め、様々な形で手伝われ
た方々の並々ならぬご尽力に改めて敬意を表します。
さて、私がこの３月まで働いていた病院にはアルコホーリ

クの方たちがたくさん入院していました。私には勉強会で自
助グループについて説明をする役割がありましたが、その席

２００３年１月における推定ＡＡメンバー数
グループ数 メンバー数

アメリカ合衆国 51,537 1,168,990

カナダ 4,903 96,100

小計 56,440 1,265,090

矯正施設内 2,566 66,942

インターナショナリスト

（遠洋航海などの従事者） 74

ローンメンバー 214

アメリカ･カナダ合計 59,006 1,332,320

アメリカ･カナダ以外の国々 44,762 760,140

総合計 2,092,460103,768

ニューヨークＧＳＯにはＡＡメンバー数に関する記1．
録簿はありません。ここに掲げた情報は、ＧＳＯに
登録されたグループからの 報告を基礎にしているも
ので、自らをＡＡメンバーと認めている人たちを実際
に数えた数を表しているものではありません。

およそ１５０カ国でＡＡの活動が行なわれており、２．
そのなかには他の国にある５４の自立したゼネラル
サービスオフィスが含まれています。毎年ニューヨ
ークGSOは他の国のＧＳＯ及びグループとコンタクト
をとり、ＧＳＯの記録簿に載せるようにしています。
現在のデータが届かない場合は前年の数値を使っ
ています。
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上で何度か患者さんから次のような意見が出ました。
「ＡＡの人なんて信用できない。どうせミーティングの帰

りにメンバーが集まって飲んでいるのだろう。それを見た人
がいるという話だって聞いたことがある。そんなところには
行ってもしょうがない 」。
アルコホリズムは信用ができなくなる病気である証拠のよ

うな話です。このように思い込んでいる人たちに信じてもら
うにはどうしたらよいのでしょうか？そして、この課題は、
アルコホーリクが他人を信じられないということだけにとど
まりません。彼／彼女自身が自分自身を信じられなくなって
います。それは特に自分がアルコールをやめたいと思ってが
んばっても長続きせずに、すぐに再飲酒してしまい、回復が
信じられないという点に特にはっきりと表れてきます。また
アルコホーリクたちは、アルコール問題で裏切り続けてきた
周囲の人たちの信用を取り戻したいと切望しています。｢何
で信じてくれないんだ｣｢どうせ信用してくれないなら飲んじ

、ゃえ｣という言葉や言葉にならないうめきを私は何度も聞き
感じ取りました。このように人を信用できないアルコホーリ
クの症状は、二重三重に回復の課題とつながっていると思い
ます。
信用回復は、地道で取るに足らないように思える働きを辛

抱強く続けていく姿から生み出されてくると思います。刹那
的で一発逆転を夢見るか、それがかなわなければ投げやりで
ふてくされるかの得意なアルコホーリクの方々には一番苦手
な行動ではないでしょうか （失礼しました。私を含め人間。
誰しもこのような性向はあるとは思いますが・・・）
以前勤務していた相談室の雑誌棚に、このニューズレター

が送られてくるとファイルしておきました。やがて、その棚
の柵には入りきれない厚さとなりました。最近は表紙がカラ
ーになり、ますます華やかな「ＢＯＸ－９１６」に比べ、外
見も内容も硬くて地味なこのニューズレターですが、その地
味さゆえにＡＡが信頼のおけるグループである証を堅実に示
していると思います。
このことはさらに、ＡさんというあるＡＡのメンバーが語

っていた経験を思い起こさせます。数年に及ぶアルコホリズ
ムのために、Ａさんは欠勤や内科への入院を重ねただけでな
く、会社内でのトラブルメーカーとして、クビ寸前のところ
までいっていました。ようやくアルコールの専門的治療を受
け、ＡＡを知り、職場に復帰をしました。Ａさんは意気揚々
と出勤したのでしたが、職場の彼に対する態度は一言で言え
ば針のむしろでした。特に迷惑をかけた上司の一人は、他の
人たちがＡさんのまじめな仕事振りを徐々に認めてくれたの
に対して、３ヶ月や半年たっても心を許さなかったのです。
その上司は露骨にＡさんを非難はしないもののＡさんが挨拶
をしても無視し、仕事でも必要最小限度の接触しかしません
でした。その上司の態度からは「今までどれだけ会社に迷惑
をかけたのか分かっているのか。お前は信用できない 」と。
いうメッセージがありありと感じられました。
ＡＡにつながらなければ、Ａさんはこの上司の理不尽と当

然を足して２で割った態度で再飲酒にたちまち走ったでしょ
う。Ａさんは｢平安の祈り｣を唱えながら、無視されても、毎
日の挨拶を欠かしませんでした。仕事もＡＡ出席のバランス
をとりながら、腐らずに精一杯努めました。一年以上たった
ころから、その上司はＡさんの挨拶に答え 「元気になった、
な」｢がんばっているな｣という言葉かけが戻ってくるように
なり、その後は良い関係を築くことができました。
このＡさんの経験は多くのＡＡメンバーの経験と重なるで

しょう。先ほど「辛抱強く」と述べました。｢辛抱｣という言
葉はＡＡとはあまりしっくりこないようにも思いますが、ア

ルコホリズムの回復をうまく言い表しているかもしれませ
ん。漢字を分解すると｢辛さ｣を｢抱く｣というわけです。
辛党のアルコホーリクが、辛うじて酒をやめた後に待って

いるのは、短いピンクの雲の時期と長く続く現実の辛さでは
ないでしょうか。その辛さは抱いて歩くには重く、邪魔にな
るものです。一杯飲んでその辛さを投げ出して楽になってし
まいたいと思ったことのないアルコホーリクがいるでしょう
か。しかし、投げ出すたびにその辛さは重くなり、それを抱
き上げるのが大変になるのです。回復のためにはその辛さを
抱いて生きていくしかありません。アルコホーリクが観念し
て、あるいは覚悟してそうしていけば、辛さの重みも軽くな
り、長く抱いていると角が取れて丸くなり、持ちやすくなっ
てきます。やがては、｢辛｣が｢幸｣に変わることさえあるので
す。
ニューズレターは細い糸ですが、時間的にも長く続いてお

り、また空間的にも紙面に表れているように日本国内だけで
なく世界のＡＡとつながっています。糸といえば芥川龍之介
の｢蜘蛛の糸｣では、糸を伝って後から上ってくる人々にカン
ダタは不安を覚えて自分勝手になり、救済の機会を逃してし
まったのですが、ＡＡメンバー同士は後から回復の道を登っ
てくる人々を助け、励まし、あるいは励まされる関係です。
ＡＡニューズレターは細いけれども丈夫な糸として、ＡＡメ
ンバー相互を結びつけるだけでなく、アルコホリズムに関係
する専門家をＡＡに結びつけています。今後もこのお働きが
しっかりと続けられ、ＡＡメンバーとＡＡグループ、そして
ＡＡ全体の信用を高める役割を続けられることを願っていま
す。ありがとうございました。

『メッセ－ジを届ける』ということ

何処へも行く所がなくなり，誰にも相手にされ
なくなり，ドクタ－に脅迫的に勧められて２回目
の退院直後からＤ会通いが始まった。
初めの頃は「止めている」ことを誉められると

嬉しく感じていたが、誉め言葉も度重なると不愉
快よりも怒りの感情が湧いて出るようになり息苦しくなっ
た。
もう一つの という自助グル－プは「何をするのも自由AA

らしい」という風聞を聞き付けて「勝手気ままに過ごせるか
も知れない」という助平根性に駆られて９カ月前からミ－テ
ィングが始まっていたＡＡに鞍替えした。
入退院を繰り返していた頃は、自分で判断を下すこととい

えば「飲むこと」だけだった。それも脅迫的な天の声が頭の
後ろの方から背中を押すように響いてきて、有無を言わせず
にグラスに手を延ばしていた。
始めて参加したミ－ティング場で仲間から「のんびりとゆ

。 」っくりやって行きましょう 来週も良かったら来ませんか！
と言われて握手した。あの時の温もりのある力強い手の感触
は今も残っている。
その後、仲間に誘われるままに、いろいろなイベントに参

加したり、行きたくなかったメッセ－ジに連れていかれたり
しているうちに「順番だから…」と言われて外へ出て行くグ
ル－プの役割を引き受けることになった。
地域集会や地域委員会へ参加している内に、話し合われた

ことをグル－プの仲間たちへ伝えていくメッセンジャ－役だ
けでは済まなくなり、自分の意見なり考えをきちんと話して
いかないと埒が明かないことになってきた。このためには、
グル－プの仲間たちと“言い放しの聞き放し”でなく、お互
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思い出してみると・・・

ＡＡ日本ニューズレターが今回で１００号だ
という。そこでその間の日本ＡＡの内外の動
きを概観しながら、１００号の意味を私な
りに考えて見たいと思う。
ＡＡ日本ニューズレター という名前で それまでの Ｂ「 」 、 、「

ＯＸ－９１６」の前身である「７９５６」が扱ってきた、個
人の物語とは別に、ＡＡ全体のサービスの問題や機構のこと
をテーマにＢ４版の見開きの印刷物を出そうということにな
った。当時は日本ＡＡ１０周年記念集会が開かれ、サービス
フォーラムが開催され 「サービス」に関心が集まり始めて、
いたころで、まさに時代の子ということができると思う。
また当時はＡＡのことを、委員会を構成して処理していこう
という機運が高まり、それまでの個人の自発的な動機によっ
て物事が処理されていくことから、若干組織的な動きになっ

。 「 」 、ていった この ＡＡ日本ニューズレター を担当したのは
「広報委員会」であった。
第１号は１９８６年１０月６日だったという。
世界では、１９８５年にカナダのモントリオールで、ＡＡ５
０周年記念集会が開かれ、フラッグセレモニーでは、それ以
前の集会では在日アメリカ人が日の丸を持って行進していた
が、そこでは初めて日本人が自国の国旗を持って登場した。
１９８６年の１０月、グアテマラの第９回ワールドサービス
ミーティングには、初めて日本からも出席した。
国内では、毎月の委員会活動によってこのニューズレターが
発行されはじめたのだが、以後、年６回欠けることなく、今
日、この第１００号となった。ここにいたる、代々の担当委
員会や担当者のご苦労を思うのだが これは伝統９にある Ａ、 「

.............Ａそのものは決して組織化されるべきではない。だが
サービスの機関や委員会を設けることはできる 、に沿って」
できた委員会であったが、当時、ＡＡは組織ではないから委
員会なんてナンセンス、という素朴な疑問に答えてくれるの
が、この欠巻なしの１００号だと思う。個人のレベルではこ
れは到底成し得ない。
また１９９５年に設立されたＡＡ日本常任理事会にＡ類常任
理事として、ノンアルコホーリクの専門家の方々が日本ＡＡ
の運営に献身的に参加していただいてきた。そればかりでな
く、無数の専門家の方々、家族の方々、同じアノニマスグル
ープの方々の応援があってこそ、ＡＡの有機的な活動が可能
であったと思う。その後、このＡＡ日本ニューズレターは、
専門家向けの機能が分化して、専門家の皆さまへのニューズ
レターが発行されるようになった。
また、１９８７年にスタートした、ゼネラルサービスミー

ティングも１９９６年にはＡＡ日本全国評議会になり、上記
ＡＡ日本常任理事会とともに、車の両輪となってＡＡ全体の
運営に不可欠の機構となっている。
ところで、１号が発行されたのは、池袋の橘ビルを借りたば
かりの頃であって、関東甲信越のセントラルオフィスとして
の機能も兼ねていたが、現在そのセントラルオフィスは独立
して久しいし、ゼネラルザービスオフィスとしても手狭にな
って、土屋ビルに移転した。
その間、途中で出会った人たち、途中まで一緒に行ってくれ
た無数の人たちとの出会いと別れの中で、ＡＡは社会資源と
して生き残ってきたし、常に次の人にＡＡの愛の手があるよ
うに、これからも生き残っていけることをこの１００号が語
ってくれているのではないかと思う。
なお、ＡＡ日本２０周年記念集会の時に発行された 「ＡＮ、
ＮＩＶＥＲＳＡＲＹ２０ｔｈいくたびもの出会いを重ねて」

いの経験に基づいた話し合いを根気よく積み重ねていかない
とダメだ、ということを感じてきた。
“ 人の仲間がいれば 通りの がある”といわれてい10 10 AA
るように各人の目指しているものは同じであってもそれに至
る過程は様々である。ましてや到達点がそれぞれに違ってい
ても当然であることを思う時、グル－プの良心なるものをど
のように集約し実行に移していけば良いのか。言い放しの聞
き放しのミ－ティングで経験と希望と力を分かち合っただけ
では埒が明かなくなってきた。
サ－ビスとは何なのか？ ネットワ－クって何なんだ？

共通の認識を持つために仲間たちに 日本サ－ビスガイドAA
を買ってもらい、Ｑ＆Ａ方式で繰り返し分かち合ったり、ビ
ジネスミ－ティングでの分かち合いを続けた。その結果、ビ
ジネスミ－ティングも当初は数十分て終わっていたものが、
年数を重ねる毎に内容が豊富になり今では小休止（タバコタ

） 。イム を挟んで２時間でも不足するような状態になっている
今、何をしなければならないのか、ということに仲間の関心
が向いてきている証しだと認識している。
現在のビジネスの内容としては、仲間へのメッセ－ジ、関

係機関へのメッセ－ジ、ミ－ティングやミ－ティング場に関
すること、仲間からの提案事項、その他という内容で進めら
れている。

仲間から「終わった時にはお土産がもらえるよ！」という
甘い言葉に釣られて地域の役割（地域評議員）を引き受ける
羽目になった。
今、振り返るとあまりも短い２年間ではあったが、他の地

区に比べて自分の居住している地区で「あまりにも が知AA
られていない」ことに気付かされた。これが「仲間から言わ
れたお土産かな？」と思ったものである。
有り難いというか身に余る光栄というか、引き続いて常任

理事という大役を引き受けることになった時 「次にやらな、
ければならないお仕事」として「地方にもっとＡＡの光を」
当てていくためにはどうしたら良いのか？ 仲間から任され
た４年間で手を付けていくべきテ－マとして取り組まざるを
得なかった。

先進圏と地方との交流、地方同士の交流を計るためのAA
仕掛け作りに取り組んだが、意気込みとは裏腹に捗々しい進
展は見られなかったが「やり続けていれば何とかなる」とい
う感触が得られたのは収穫だった。サ－ビスフォ－ラムや広
報＆病院施設フォ－ラムが地域持ち回りで展開されている
が、地域が抱えている問題を全国の仲間の経験を集めて対処
して行こう、何らかの方向性を見つけだして行こう、という
意識を持って進めていけば、フォ－ラムが終わった後での地
域や地区の仲間の活動が必ずやより活発に展開され、効果的
なメッセ－ジを届けることに結び付いていくことであろうと
確信している。
そして物事を進めていく上で頼りになるのは、何と言って

もホ－ムグル－プの仲間たちを含めた近隣の仲間たちであ
る、ということも教えられた。
そして、地区や地域、評議会がグル－プの活動をバックア
ップしていくために逆三角形のネットワ－クが組まれてい
る、ということを肌で感じさせていただいた。

元Ｂ類常任理事 Ｊ・池田 上州Ｇ

ＡＡの１２の伝統 伝統５

各グループの本来の目的はただ一つ、いま苦しんでい
るアルコホーリクにメッセージを運ぶことである
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ます。最も苦労したのはやはり依頼した原稿が期日までに届
かないことでした。ニューズレターも最初の頃には専門家の
寄稿を仰いでいたがに時期がありましたが、当月の発行作業
と同時に次号の編集内容を決め、適切な方に依頼するのです
が、ニカ月の猶予があるはずなのに、それがなかなか届かな
いのです。とりあえず丁重に催促はするものの、何しろ相手
の方の善意に訴えるだけのことですから、ビジネスの催促の
ようには行きません。その点、ＡＡメンバーに依頼した場合
は楽なのですが、こちらはこちらで携帯もない頃のことです

、 。から なかなか連絡が取れないという難しい壁がありました
それでも、自分が携わった号にずっと目を通してみると、狭
い橘ビル（1986～1999 池袋２丁目のビルで９階がＪＳＯだ
った）のオフィスでの出来事があれこれと脳裏に浮かんでき
ます。よくも皆がこんなに頑張ってくれたものだという感謝
の思いと、案外皆もこの作業に携わることを楽しんでいたの
では(もちろん自分自身が一番楽しんでいたのかもしれませ
ん)という思いがふつふつとわいてきます。
私達スタッフがこの役割から降りたのは、ＡＡ第４回評議

会以降、ニューズレターの発行責任がＪＳＯに移管され紙面
作成にコンピュータの導入が図られたときのことです。以来
後任の仲間が仕事を引き継いで１００号という回を重ねたこ
とを共に喜びたいと思います。今後ＡＡが成長すればするほ
ど、その果たす使命も大きくなり、メンバーから求められる
情報量も増大することでしょう。どうかさらなる紙面の充実
が果たされますことを願ってやみません。

鈴木・Ｈ 宇都宮Ｇ

ふだん着のくさぐさ

このまま飲みつづけていたら死んでしまう。
しかしひとりでは酒が止まらない。破滅にいた
る道が自分の目の前に見えている状態のままで
入院していた病院から訳の分からぬＡＡ通いを
始めさせてもらってから、幸い一滴のアルコー
ルも私の喉を通らず、今でも年相応の生活をさせてもらって
いる。一年ＡＡに通っていろいろな仲間たちと知り合い、彼
らの話に真剣に耳を傾けることができるようになったおかげ
で仕事もできるようになり、十四年勤めて退職し、今は自営
業で暮らしている。地元のＡＡグループではオープン・ミー
ティングのチェアパースンの役割を、地元の病院メッセ－ジ
にも参加させてもらっている。地域委員会矯正施設委員会の
オブザーバーとしてメッセ－ジに協力したり、ＡＡ全国サー
ビスフォーラムに出席などＡＡのなかで活動させてもらうこ
とは広範囲にわたり、飲まずに二十三年過ぎた私の生活のな
かにドンと入りこんでしまった。何もしないでいるとムズム

。 、ズするのである よく冗談めかして言わせてもらっているが
始めのうちはハイヤーパワーを求めてミーティングに通う
が、おしまいにはどこへ行ってもハイヤーパワーが追っかけ
てくるようになるものである。
もう７年いや８年ぐらいになるだろうか、それまで５年ほ

どやらせていただいた「ＢＯＸ ９１６」の編集の仕事を交代-
させてもらった。そのときの編集後記に「老兵は死なず」と
いう一文を載せていただいた。あの時はちょっとくやしい、
後ろ髪を引かれる思いがまじっていたことが、今ではなつか
しい思い出である。ついでながら皆さんのなかには、ジャッ
ク・アレクサンダーの「ＡＡ」というレポートをお読みにな
った方も多いかと思うが、お伝えしたい。草創期のアメリカ
のＡＡスピリットを伝えて余りある短いレポートである。歴
史的文書として本棚に置いておくのはまことに惜しいものな

という２０年の歩みを記した記念誌の１１２Ｐから１１７Ｐ
に、４９号までであるが、索引集が載っている。ご利用はＪ

Ｓ・林 千曲源流ＧＳＯに問い合わせれば可能である。

あのころ

ＪＳＯから日本ニュズレターがこのたび
発刊１００号を迎えることになったので、
かつて編集に携わっていた頃のことを書い
てくれないかと頼まれた。その時私の心に
湧いた思いは、そういえば確かにそんな時期も私にはあった

、 。 、っけ… という淡泊なものでした ＡＡに来たばかりの頃は
私も熱心に日記を付けていたものですが、その日記を妻が愛
読していることを知った時から、一切書かなくなったため当
時の記録を調べようにも調べられません。それでも書くと約
束してしまった以上書かなければなりませんので、自分の微
かな記憶を頼りに思い出すままに書いてみることにしまし
た。ただし、ＪＳＯに保管してある一号から現在に至るファ
イルを調べてありますので、日時は正確なものです。
私にニューズレターの編集の責任が委任されたいきさつ

は、1989年１０月 ８，９，１０ 日に開催された第一回日本
ゼネラル・サービス・ミーティングで私が文書委員会を担当
することになり、それまで関東サービス常任委員会の中の広
報委員会で発行していた、 の発刊責ＡＡ日本ニューズレター
任をＡＡから日本ゼネラル・サービス・ミーティングの公的
な広報誌として位置付け、その責任を文書委員会が負うとい
うことが決議されたことによります。しかし、詳細に調べて

ボみた結果は、このニューズレターが発行される前、現在の
の前身として、1982年 7月に ＡＡ日ックス９１６ ７９５６・

本語グループニューズレターの第一号が発刊されていまし
た。その後、こちらが仲間の経験の分かち合いを主目的とす
る から として発刊されるこボックス７９５６ ボックス９１６
とになったため、ＡＡ全体の動きをメンバーに伝える目的で
このニューズレターが発刊されるようになり現在に至ってい
ます。
さて、私に発行の責任が回ってきたといっても、それまで

関わったこともありませんし、時折ボックスに投稿はしてい
たものの、文書の編集に関しては全くの素人である私は何か
ら手を付けていいかさえわからない有様でした。そこで、と
にかくそれまで発刊に携わっていた前委員会の仲間に集まっ
てもらい、従来通りに発行スタッフとしてやっていってほし
いとお願いしたところ、全員が快く引き受けてくれました。
ということで文書委員会の責任で発行した第２０号はたいし
たトラブルもなく無事に発行することができたのです。それ
から1999年６月６月発行の第７６号までの約１０年間、隔月
刊の５７回を一度の滞りもなく発行できたのは、すべてその
時から関わってくれたスタッフの献身的な努力と類いまれな
る編集テクニックの賜物と特記させて頂きます。何しろ、当
時はまだ普通の印刷会社にもコンピューターによる編集方法
は導入されていない頃ですから、見出しを作るのもワープロ
で打った文字をコピーで拡大したり縮小したり……、そして
それを刻んで張り合わせ、罫線も手書きでやり、カットやイ
ラストはそれぞれの文書にあわせて画集やカット集のページ
を繰って探し、適当なものをワイワイガヤガヤ、あれこれ意
見を戦わせながら選定しました。やっと決まったカットを張
り付けるのですが、記事の量によって一度作り上げた下版も
時には、空白が多くなりすぎたり、記事が入りきらないなど
の理由で再度作り直さなければならないこともよくありまし
た。しばしば作業が深夜に及んだことも懐かしく思い出され
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№46｣ に掲載）れました （｢ＡＡ日本ニューズレター。
当時ＪＳＯの職員だった山本さんから、このワークショップ
でニュージーランドの矯正施設メッセージの話があるので参

、 。加してみたらどうですかと プログラムが送られてきました
静岡、豊橋の仲間三人と出掛けました。
多くのＡＡメンバーが参加していました。英語を話される日
本のノンアルコホーリクの女性が通訳をしながらの分かち合
いで、とても楽しかったのをおぼえています。
そのなかでも最も鮮明に覚えているのは、やはり矯正施設へ
のメッセージの話で、なんと１００パーセント、ニュージー
ランドの刑務所にＡＡのメッセージが運ばれ、施設内にＡＡ
グループが存在している、という話しには驚きました。その
他にも日本の法務省の方を交えての質疑応答もあり、とても
実際的でした。
ワークショップが終えた会場で、当時ＪＳＯの職員だった林
さんから私たちに 『俺たちもなんかやってみないか』と声、
をかけられ二つ返事でまとまりました。
二つ返事でまとまったのですが、正直なところ何をどうして
よいのかさっぱりわかりませんでした。
刑務所には過去二度ばかり懲役で入ったことはあります。そ
れは犯罪を犯してですから嫌だと駄々をこねても入ります。
そして死刑や無期でなければ、おなじく嫌だといっても社会
に出されてしまいます。しかし、今度は嫌でなく私たちのひ
とつの「生き方」として入っていきたいのですから。
浜松に帰ってから、以前グループのミーティング案内を送っ
たことのある地元の保護観察所に訪問させていただきまし
た。２名の保護観察官と少しばかりはなしをさせてもらい、
勇気がわいてきたのを憶えています。
第一回の集まりを３名で浜松でやりました。他の地域のセン
トラルオフィスから更生保護施設、矯正施設の所在地、当時
ＡＡのメッセージが運ばれていた更生保護施設、過去に運ば
れていたやはり更生保護施設などの資料を送っていただきま
した。それらも力の元とし、とにかくもっと動いてみようと
いうことになりました。
県内の刑務所に電話をかけたところ、折良く先方も飲酒に問
題のある収容者に何らかの処遇を考えていたということで、
訪問させてもらえることが決まりました。
それを早速山本さんに知らせたところ 『よかったねー 』、 ！
と同じ思いで喜んでくれたのです。
別に褒められたくてそのことをやったわけではありません。
おそらく山本さんも褒めたくてそういったとも思いません。
「今苦しんでいるアルコホーリクにＡＡの回復のプログラム
を届ける 、というＡＡの純粋な目的の思いの中でのキャッ」
チボールだったと思うのです。
その後このニューズレターのことを頼まれたときは、これも
二つ返事で引き受けさせていただきました。引き受けた後、
レイアウトなどに苦慮しましたが、なるべく前任者の形を崩
さないように心がけました。ちなみに前任者の方々は様々な
記事の切り張り、原稿集めなど大変な苦労をしたと後で聞き
ました。その苦労がなければ日本のＡＡニューズレターは現
在までも継続されておらず、日本ＡＡの分かち合いが現在の
ようにはなっていなかったのではと思います。
私は刑務所に入っているとき、印刷工として務めていたこと
があります。本当は最初の少年院に入院していたときに、木
工科というところで建具とか家具類作成の実習（？）を受け
ていたし、小さい頃から工作が好きなこともあったので、そ
の刑務所では木工工場を希望したのです。が、なぜか印刷工
場に回されました。文選、植字、校正などの作業が主で、後
に写植機が導入されて少しいじったことがありました。その

ので、ぜひ一読をおすすめしたい。
「オープン・ミーティング」の思い出をちょっと。４年前

くらいに会場の変更をせまられて、オープン・ミーティング
場に私の住む町内会の会館を借りることになった。今でも続
けているわけだが、最初は依存症の回復を目的にした会場な
ど一般の住民にとって奇異な感じや反発をもたれるのではと
か、自分の名が一応明らかになることはＡＡの趣旨にさから
うことになりはしないかなど気を回したわけだが、そんな懸
念はすぐに消えた。昔はたしかに酔っ払って夜遅く自分の家
の玄関を叩いて大声を出しては住民の眠りを妨げた、いわゆ
る町内の有名人？が、今では早起きしてラジオ体操をやった
り、ご近所とご挨拶など交わして一緒に公園の清掃など努め
させてもらっているわけである。飲まずにごく普通の生活に
戻ってからというものこれが当たり前で、これぞＡＡの効果
は抜群といわねばなるまい。町内会長がミーティング当日に

「 」鍵束を持ってきてくれて このごろは少し数が増えましたね
など言ってくださる。ありがたいことだ。町内の親睦バス旅
行などで酒が出たりすると、いや飲まないんでと答えると、
お酌に回ってきた役員さんに肩をたたかれるくらいで、おお
むね世間の人は好意的であることが分かった。なるほどこれ
が世間の依存症に対する見方なのかなど考えさせられること
がまことに多いのである。飲まない生き方を続けなければな
らない私たちにとって、まさに「第一のことは第一に」であ
る。
最後に全体サービスに関わったメンバーのひとりとして、

それに努力されたＪＳＯの職員に感謝したい。彼らがいなけ
れば、現在のようなＡＡの全体サービス体系はできなかった
だろう。全体サービス、それは日本のＡＡにとってもＪＳＯ
にとっても、ＡＡのメンバーが１２番目のステップを実践す
る意味でも、大変大切な出来事であったと思う。風は外から
吹き込んできた。日本の最初のワールドサービスミーティン
グ評議員としてＨさんが構想のヒントをグアテマラから運ん
できてくれた。その結果、全国サービス体系提言委員会がで
きて、私もそのなかのひとりとして参加させてもらった。ま
だはっきり先のことが見えぬまま 年、埼玉の越生（お1987
ごせ）で全国の代議員集会が開かれた。その席、慣れない手
順でも民主的にやろうという気持ちが管理委員会のなかにあ
って、選挙にそれこそ一日かかった。私は２代目のワールド
サービスミーティング評議員に選ばれてしまったのである。
そしてフォーラムの開催で提言委員会が実行委員会と名を改
められ、翌年関東地方代議員集会が実行委員会を選んだので
ある。私は実現のプロセスを三年先と睨んで提案したが、た
しかにあの頃は皆ＡＡに寄せる熱い思いがあったのだなぁ
と、今さらながら感慨深く思い出すことができる。

1989第一回のゼネラルサービスミーティングは案外早く
年に開かれ、数を重ねてそれは全国評議会として、またＪＳ
Ｏ運営委員会がＡＡ日本常任理事会として今日にいたるわけ
だが、日本のＡＡの熱い一時期を共有できたことはハイヤー
パワーからの贈り物として心から感謝している。

Ｔ・鈴木 南部Ｇ

分かち合い

『よかったねー 』この一言に参って、７７！
号よりニューズレターの作成を手伝わせてい
ただくことになりました。
忘れもしません。１９９４年５月２９日、ニュージーランド
ＷＳＭ評議員が来日し、東京の月島でワークショップが開か



（ ）７

ような経験があったおかげなのかもしれませんが、ＡＡのミ
ーティングにでるようになってからワープロをいじれるよう
になりました。今思えば神様はわたしが生きていく上で必要
なものを到るところで与えてくれていたのかもしれません
ね。
このころはワープロをパソコンに替えておぼえたての頃だっ
たので、電子メールを使えるようにとか、作ったもののバイ
ト数を小さくするとか、訳がわからず四苦八苦でした。ある
時、その方法がわからず直接新幹線で東京に飛んでいき、ギ
リギリ（少し過ぎていた）のところで、作ったものを印刷所
に回すことができたこともあります。ちょうど東京で日本Ａ
Ａの２５周年大会の真っ最中でした。
でもこのような作業を通して自分の思いを楽しく具体化する
ことなども私は経験させてもらいました。 私にとって、最
初の一杯に手をつけずに生きている喜びの中の大きな要素と
なっています。
この１００号をもって沖縄の仲間が交代してくれることにな
りました。私が７７号で前任者から喜びを分かち合っていた
だけたと同じように、神さまが配慮してくれたのですね。
それと、同じ人間が一つのことに長く係わっていくというの
は古い考えが膨らむばかりで、余りよいことではないのでし
ょうね。そう思います。
きっともっと実りのあるものが出来るものと思っています。
ＡＡはそういう仲間もたくさんいるとも思っていますし、Ａ
Ａの良いところは、その仲間たちの個々の持ち味が全体の中
で分かち合われ、日々の活きたサービスとなっているのでは
ないかとも感じています。
そして、ＡＡが存在する限りこのニューズレターもなくなら
ないものと思います。他のＡＡの集まりやミーティングと同
じように、この紙面でもみんなが『良かったね～ と、飲ま!』
ないで生きる喜びを素直に分かち合う場所に、今後もなって
いくものと信じてもいます。

新作（ＡＡ三光鳥グループ）

ありがとう

月の半ば過ぎに一人の仲間が亡くなられた。早くからＡＡ5
のサービスに携わり、様々な役割りを担われてきた仲間であ
。 。る 輸血感染の肝炎と折り合いをつけながらの活動であった

身体のことは本人しか分からないことだが、かなりの無理を
していたことは想像できる。いや無理をさせていたのかもし
れないと思うと今更ではあるが胸が痛い。
ダメージの程度に個人差はあるもののすべてにおいて健康な
身体を持ったアルコホーリクは少ないだろう。それなりの健
康を維持あるいは緩やかな低下に留めているのが現状なのだ
と思う （とても健康な人にはごめんなさい！）。
ひとことでサービスといってもなかなか難しいもので、特に
ＡＡの中で使われるサービスという言葉はそれぞれの理解の
しかたや考え方によって本当に千差万別の感がある。自分以
外のところへのサービスは人間に対しても、場所にしても分
かり易いと思うが、自分自身へのサービスがあることには気
がつきにくいものなのだろうか。飲酒を続けていた頃には考
えられなかった（考えもしなかった）日々を続けることをど
うしたらよいか分からない、つまり健康な生活の継続の経験
が無いものが、今日一日のプログラムによって生活を始める
ことで、健康な身体の大切さに気がつくのだろう。
それぞれのサービス活動に必要な体力は相当なものであるこ
とは経験から伝えられ、感じていることだが、どうもアルコ
ホーリクは過剰な活動になってしまうことが多いように見え
る。オーバーワーク気味なメンバーの適切な健康管理はプロ
グラムとしてもとても大切なのものだと思う。大きなお世話
かもしれないがＡＡの目的を果たすことの責任は一人一人に
かかっているのだから・・・。
話がそれてしまったが前述の仲間が残してくれたエピソード
を一つ紹介する。
彼がワールドサービスミーティング評議員として訪れたオー
ストラリアでの一こま、オーストラリアのＧＳＯ所長との通
訳を交えた会話の中でこう話したそうである。
「私はＡＡから言われたことにはいつも“はい！”と答えて
いますよ 」。
この話を所長は多くのミーティングで紹介したと追悼の言葉
に添えてくれた。
ＡＡでの役割りはハイヤーパワーの作用だとも言われてい

る。決してできないことをさせること
はないということらしい。穏やかな笑
顔で様々な役割りを担ってくれたステ
キな仲間に心からありがとうを贈らせ

ＪＳＯ 野崎ていただく。

新刊案内まもなく が発行されます『ビルはこう思う』
７月発行予定の新刊書の正式タイトルと表紙が決まりました。
仮タイトル『ビルの言葉』で発行準備を進めてきた "As Bill Sees It"の正式タイト
ルは 『ビルはこう思う』となりました。また表紙は、デザイナーのＡＡメンバーか、
ら提案いただいた中から選定され、写真のとおりとなりました （頒布価格はまだ決。
まっていません）
内容の一端を知っていただくために、３３２個あるうちの２７１のトピック「二つの
言葉で見るＡＡ」を紹介します。
「ＡＡでの進歩のすべては、謙虚と責任というたった二つの言葉によって評価できま
す。私たちのスピリチュアル（霊的）な成長の全容は、この優れた規範をどれだけ身
につけているかによって正確に測ることができます。

謙虚さがいっそう深いものになっていくこと、それと共に、ますます意欲的に具体的
な責任を引き受け、果たしていくこと、――これが、スピリチュアルな生活で全面的
な成長をしていくための真の試金石なのです。これらは私たちに、正しいあり方と正

。 、 、しい行動のまさに真髄を示しています 神の意志を知り それを実践していけるのは
まさにこのおかげです 訳文は確定稿ではありません またこの文章の前半部は 今」（ 。 『
日を新たに』の４月２８日でも取上げられています）
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年 月に日本ＡＡニューズレター第一号が発行されて1986 10
以来、今回で 号になったという。 年といえば、その100 1986
前年は日本のＡＡが 周年を迎えた年である。 周年のと10 10

WSMき初めて全国代議員集会なるものが召集され、のちに
評議員と呼ばれる世界のＡＡの舞台に出るメンバーが選出さ
れたものの、そのころはまだＡＡが全国的に広がっていたわ
けではなく、サービス機構など特に作らなくても、全国のメ
ンバーと はお互いに何でも通じ合っていた古きよき時代JSO
だった。でも、先見の明のあるメンバーはその状態に甘んず
ることなく将来のＡＡの発展を見越し、全国レベルで機能的
な活動ができるようにと、サービスマニュアル（米･カナダ
のものだが）の全面翻訳を指示し、それを参考にしながら、
全国ＡＡのサービス代行機関として関東常任委員会をスター
トさせたのだった。全体サービス構想が芽生える以前のこと
だった。･･･なーんて、いかにも私は全国サービスの夜明け
のころを知っていますというようなことを書くと、ブーイン
グが聞こえてきそうなので、やめようかなとも思うが、あと
ちょっとだけ続けさせていただきたい。
感動的なのは、関東常任委員会の構成メンバーである各常任
委員の選出選挙が第三レガシー方式で行われたことだ。日本
のＡＡは 年の時点ですでに第三レガシー方式を取り入1985
れていた。ＡＡメンバーが目指す真のデモクラシーはそんな
昔にすでにスタートしていたのだ。そしてその常任委員会の
広報担当常任委員が着手したのがこの日本ＡＡニューズレタ
ーの発行だった。
ごあいさつもなく突然本論から入ってしまったが、私はほぼ
２年半前に を退職した。ＡＡでは２年もいなければ、過JSO
去の人どころか、知らない人の方が圧倒的多数になるという
のに、 号を記念して投稿の機会を与えて頂いたことに心100

。 （ ）から感謝したい だから遠慮なくニューズレター 以下 NL
の思い出にノスタルジックに浸らせていただいている。加齢
現象の特徴なのか、最近のことはすぐに忘れるのに、昔のこ
とはいつまでたってもしっかりと頭の中に焼きついていて離
れない。いいことなのか、悪いことなのか。ともかくテーマ
どおりに書き進めていこう。
ＮＬの作成にＪＳＯはほとんど関わらなかった。せいぜい場
所を提供し、原稿の受け取り先になったぐらいだ。内容につ

20 1994いては 周年史にすべて紹介されているし（もっとも
年までだが 、バックナンバーもみなＪＳＯに保管されてい）
るということなので、その内きっとＰＤＦファイルでホーム
ページから見られるようになるだろう。内容をかいつまんで
紹介すれば、最初のころは関係者の声がトップ記事で、イベ
ントの紹介や報告、全国各地のグループ紹介コーナーなど、
メンバーにとって身近な話題で盛りだくさんだった。関西の
グループはどこもユニークな名前がついていたのが思い出さ
れる。
やがて、全国的なサービス機構の発展にともない、内容は次
第に全国的に共通する話題へと移っていった。つまり、全国
サービス機構にかかわる話題である。そのころから、ＪＳＯ
も記事作成に大いに関わるようになり、その分、メンバーの
読者もずいぶん減っていったように思う。

そのことについて書き始めたら紙面が何枚あっても足りなく
なるので、それはさておき、ＮＬの作成についてはつねにメ
ンバーたちの職人技によって支えられてきた。最初のころは
和文タイプのプロのメンバーがいて、最後の仕上げを一手に
引き受けてくれていた。おそらくヤングのメンバーは、和文
タイプなるものなど、見たことも触ったこともないだろう。
その後、世の中にワープロが現れ、わが にもワープロがNL
導入されたが、割り付けについては、編集委員たちがのりと
はさみと拡大・縮小コピーを自在に駆使して、あっという間
に見事に完成させていった。私が退職する間近のころは、ワ
ープロからパソコンに変わり、のりもはさみも要らなくなっ
たものの、あの編集作業に協力してくれた職人技のメンバー

。たちの姿も見られなくなってしまったのは寂しい限りだった
その後、パソコン操作がまだぎこちなかったスタッフに代わ
り、パソコンと編集センスにすぐれた地方のメンバーが、最
終的な編集作業を一切引き受けてくれるようになった。でも
最初のころは のパソコンの容量が小さかったため、ＥメJSO
ールで版下を受け取ることができず、ときには締め切りに間
に合わせるためにその編集メンバーがディスクを持って新幹
線で上京してくれたことも何度かあった。ほんとうにそのメ
ンバーには頭が下がった。今振り返ると、このようなメンバ
ーや、仕事を終えてから に集まってきて、夜遅くまでこJSO
つこつと作業を続けていたメンバーたちのＡＡに対する愛情
と熱意がなかったら、とても定期的に発行することなどでき
なかったと思う。ＢＯＸにしても同じことが言えるが、定期
的に発行するということは、 回も欠号することなく、毎回1
締め切りに合わせて編集を終了し、発行予定日にきちんと発
行するということを 回も続けてきたということだ。その100
ような作業を、文字通り無給でここまで支えてきたメンバー
たちのパワーには、ただただ圧倒されるばかりだ。
たまにＡＡのことを書き始めると止まらなくなるが、もう紙
面がなくなってしまった。だからかいつまんで最後に一言書
くならば、私はやはりなんと言っても のステップ、 の12 12
伝統、 の概念に代表されるこのプログラムが大好きだ。だ12
から今も年中壁にぶつかり、重傷を負いながらも、ステップ
に導かれながら今日の日を精一杯生きている。けれども残念
なことに、退職してから日常の場面でＡＡの名前を耳にした
ことは一度もない。長い間ＪＳＯの中にどっぷり浸かってい
た私は、この世の中にＡＡのことを知らない人がいるなんて
信じられないほどＡＡ一辺倒だったから、その現実的ギャッ
プは受け入れ難かった。いったい、自分は何をやってきたの
かと思った。ＡＡは「社会資源としてのＡＡ」であると公に

。 、（ ）アピールしている その言葉どおり どん底の人だけでなく
一般社会のなかで市民権が得られるよう、ＡＡ全体としての

番目のステップ活動が前進することを心から願っている。12
こんなにすばらしいプログラムを持ったＡＡなのだから、そ
れぞれのメンバーがこのプログラムの生き方を日常のさまざ
まな場面でも示していければ、おのずと「ひきつける魅力」
は深まっていくと思う。私は、私の表現のしか
たで、このプログラムの存在をこれから歩む道
のりの中で伝えていくつもりだ。
「ねえ、飲み方、変なんじゃない？ ＡＡに行ってみたらいい
のに」という言葉がどこででもしぜんに聞かれるようになる
日が来ることを願いつつ、ＮＬのますますの発展をお祈りし
たい。


